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研究成果の概要（和文）：本研究は、持続可能な漁業認証が漁業資源に影響を与えるかというリサーチクエッシ
ョンの下、公開されている資源量・漁獲圧を認証漁業の情報とマッチングし、認証・非認証の漁業資源、漁獲圧
の比較を行った。また、認証時に行われる審査項目とその得点が資源・漁獲と何らかの関連があるかどうかの検
証も行った。その結果、認証漁業な認証取得初年度から入手可能なデータの最終年度にかけて、資源量が増加
し、漁獲圧が減少しているのに対し、非認証漁業は資源が減少し、漁獲圧が上昇していることが判明した。ま
た、審査項目と資源・漁獲圧に相関が見られ、審査項目が持続可能な漁業の状態を表す手段となりえることが示
された。

研究成果の概要（英文）：Under the research question of whether sustainable fishery certification 
affects fishery resources, this study matched publicly available stock levels and fishing pressure 
with certified fisheries and compared certified and non-certified stock levels and fishing pressure.
 We also verified whether the scores of the assessment items conducted at the time of certification 
were related in any way to the stock and catch. The results showed that from the first year of 
certification to the last year of available data, stock abundance increased and fishing pressure 
decreased for certified fisheries, while stock abundance decreased and fishing pressure increased 
for non-certified fisheries. A correlation was also observed between assessment scores and 
stock/fishing pressure, indicating that assessment items can be a means of indicating the status of 
a sustainable fishery.

研究分野：資源経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
水産エコラベルは消費者の持続可能性への需要によって漁業資源を持続可能な方向へ導く手段である。その需要
は多くの研究により存在することが判明している反面、資源へ影響を与えているのか、またその審査項目自体に
意味があるのか不明であった。本研究は、先行研究に続き、違った側面から持続可能な漁業の状態が非認証漁業
よりも良い状態にあることを示すとともに、その審査項目の得点も漁業の持続可能性を表すものとして成立して
いることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
水産エコラベルは消費者の持続可能性への需要によって漁業資源を持続可能な方向へ導く手
段である。その前提条件として、消費者需要が存在することが必要となる。生産者は需要がある
水産物を漁獲する傾向にあり、持続可能な水産物に需要が向いた場合、生産者は持続可能な漁業
へとかじを切るためである。そのため世界各国、異なる食文化がある地域で水産エコラベルに需
要は存在するかどうかの研究が行われた。そして多くの研究により需要が存在することが判明
している。反面、資源へ影響を与えているのか、またその審査項目自体に意味があるのか不明で
あった。先行研究では認証・非認証漁業資源の比較が行われているが、分析の時期が早く、認証
数が少ない状態での分析だった(Gutiérrez et al. 2012)。そのため、より新しいデータも使って
同様の分析を行い、より頑健な結果を得て、水産エコラベル認証は資源量が非認証漁業よりも多
いと結論づけることが求められる背景があった。また、水産エコラベルは透明性、科学的審査が
求められるものほど現場に求められる要求も、審査にかかる費用も高く、現場に負担をかけてい
る状態にある(Bailey et al. 2018)。その審査が本当に持続可能な漁業を代弁するものであるのか、
その検証はまだ誰も行ってきていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、先行研究に続き、より多くの漁業数で分析し、認証漁業がより多い資源量となっ
ているかどうかを違った側面から持続可能な漁業の状態が非認証漁業よりも良い状態にあるこ
とを示すとともに、その審査項目の得点も漁業の持続可能性を表すものとして成立しているこ
とを示すことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 世界的に流通しており、規模も最大の海洋管理協議会（Marine Stewardship Council、MSC）
の認証漁業情報を使い、世界的な漁業資源データベースである、RAM Legacy Database にある漁
業資源の中で、認証漁業と非認証漁業の資源量、漁獲圧のデータを比較した。比較は視覚的にわ
かりやすい Kobe Plot を用いた。また、資源量、漁獲圧と、認証漁業の審査レポートに記載され
ている審査スコアの間に相関関係は存在するかを検証した。統計的な手法には、少数の観測数で
も比較的頑健な結果を得ることが可能な Random Forest 回帰と、Random Forest の過学習リスク
に対応した Adaptive LASSO 回帰を用いた。 
 
 
４．研究成果 
 研究期間中に当研究目的と同様の研究(Melnychuk et al. 2022)が発表され、「先行研究(Gutiérrez 
et al. 2012)よりも新しいデータを使って認証・非認証漁業の資源を比較する」という目的の遂
行に新規性が見込めなくなったため、違う視点での分析を行った。具体的には、上述の審査項目 

図１ MSC 漁業と非認証漁業の漁獲圧・漁業資源の全期間平均 



図２ MSC 漁業と非認証漁業の漁獲圧・漁業資源の異時点平均 
 
の得点と資源・漁獲圧の関係の分析を盛り込んだ研究を加え、また Kobe Plotも最新の状況の図
（図１）だけでなく、認証漁業と非認証漁業の初期と最新のデータが一覧できる図（図２）を追
加した。 
 図１は２０１８年以前のデータを平均した Kobe Plotである。縦軸（U/Umsy）は漁獲圧を表
し、１以上であれば非持続的な漁獲（過剰漁獲）を行っていることを示している。横軸（B/Bmsy）
は資源状態を表し、１以上であれば資源が最低限持続可能な水準以上にあることを示している。
つまり、第四象限に存在する点が持続可能な資源、漁獲を行っている状態にある漁業であること
を示している。非認証は全象限に漁業が点在し、持続可能、非持続可能な漁業が入り混じってい
ることがわかる。その中でもホットスポット（点が最も集中しているエリア）は第四象限にある
ことがわかる。これに対し、MSC認証漁業は一つの例外を除き、すべて第三象限か第四象限に
漁業が存在していることがわかる。ホットスポットは漁獲圧、資源ともに最低限持続可能な状態
（座標上の（１，１）付近）に集中するものと、第四象限の真ん中に集中するものに分かれた。
第三象限にMSC認証漁業が存在するということは、非持続的な資源状態にあるものも認証され
ており、認証後、資源は増加し、漁獲圧は減少している傾向が見られた（図３）。 
 

図３ MSC認証漁業の認証後の資源・漁獲圧の推移 
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次に、資源・漁獲と MSC 審査スコアの関係を表したものが図４である。それぞれ、原則１（資
源）に関しては漁獲圧が低いものが、原則２（生態系）に関しては資源状態が良いものが、原則
３（管理）に関しては資源が低く、漁獲圧が高いものがそれぞれ高得点となる傾向にあった。 
 これらの関係を Random Forest 回帰及び Adaptive LASSO 回帰によって分析し、資源・漁獲と
スコアの相関を見た。変数にはスコア以外に認証からの年数も入れて分析を行った。その結果、
資源の場合、原則 2（生態系）と原則 3（管理）の相関度が最も高い傾向にあった。また、漁獲
の場合、原則 1 が漁獲との相関が高く、そして原則 3（管理）と続く。認証取得からの年数も、
資源量と漁獲の両方にとって相関が見られた。しかし、ランダムフォレストモデルを用いただけ
では、重要な要因の方向性が分からず、過学習の問題が生じる可能性がある。そこで、次にラ 
  

 

 

 
図４ MSC 認証漁業の状態における各原則のスコアの分布 
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ンダムフォレストモデルをサポートする適応 LASSO 回帰でも分析を行った結果、原則 1（資源）
の得点は 資源量（B/Bmsy） と正の相関があり、漁獲圧（U/Umsy） とは負の相関があった。他
の原則レベルのスコアは、適応的 LASSO のモデル選択の過程で取り除かれた。これはランダムフ
ォレストモデルの結果との大きな違いで、適応 LASSO は原則 2 と原則 3 の過剰適合変数を除去
している。また、認証取得からの年数も B/Bmsy と U/Umsy の両方に正の関係があることが明らか
となった。つまり、認証漁業は、認証されるまでは制限的な持続可能な管理を維持し、認証され
ると管理を緩めるか、持続可能なライン（U/Umsy = 1）の境界に向かって漁獲率を増加させるこ
とによって、利益を最大化する行動をとっていると推察された。 
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